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施工は、施工説明書にしたがい確実に行なう。
施工に不備があると落下・感電・火災の原因となります ‘△書告一＝ ＝ ＝ 二 一
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不備があると器具落下の原因となります。

２ソケットの取付
･ソケットをソケット台にくぐらせて確実に取り付ける。

Ｓ本体の取付
･電源線、アース線を本体の電源穴から引き込んでおく。
・本体を取付ボルトに確実に取り付ける。
（取付ボルト推奨トルク値１．5N。m )

･器具内線を座金やナットで挟み込んでいないか確認する。
不備があると器具落下・感電の原因となります。

４電源線の接続
・電源線を確実に差し込む。
・端子台の容量は、20 Aです。
接続が不完全な場合や容量オーバー
の場合、火災の原因となります。

:の１．６適合電線
（単線）

５アース線の接続
。Ｄ種（第３種）接地工事が必要。
・アース線をアース接続端子に確実

に力シメる。

アース線アーーュー歯
アース接続端子

‘（アース線を力シメるＩ

９
ランプカバーのネジ穴側を反射板に差し込み引っ掛ける‘同

内側へ指で押しながら反対側を角穴に差し込む。
(最後まで確実にはめ込んでください） 接続が不完全な場合、感電・火災の原因となります。
ドライバーで同梱のネジを締め付け固定する。
ネジ頭の破損防止の為、電動ドライバーは使用しないでください。６コネクタの接続
指定以外のランプ使用を防止するため必ずランプカバー・常用電源通電後、コネクタを接続する。
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②ネジ穴側を合わせ差しa
③差し込む

①ネジをⅢり外す
７反射板の取付
・モニターランプと反射板の穴の位置を合わせる。
・点検スイッチを穴に通す。
・ツマミネジを締め付けて反射板を確実に取り付ける。
取付が不完全な場合、反射板落下の原因となります。

Ｓランプを確実に取り付ける
・適合ランプは、４ページ「定格」を参照してください。

④ネジ服付

９差込み側 ①ランプの向きを
合わせる
②ランプを奥まで
挿入する

賂電、

ネジ穴側から先にしうかりと差し込んでください。落下の原因となりま乱 旦翰i戒ン ＠
1 0 点 灯 確 認
・電源通電状態で、ランプ及びモニターランプが点灯するか確認する
、点検スイッチを引き、非常点灯を確認する｡（亮電モニターは消灯します）
正常に動作しない場合は「故障かな？と思ったときは」

､の項を参照してくださいQ-

③９０．回蕊させる
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、奥まで挿入されている奥まで挿入されていぼい

ｼg厚早忌 ×器具背面塵異 自 ８３．５８３．５
電覆向 2 8 X 3 8 角 抗電覆向２８Ｘ３８角抗
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、▲マークが給電側ソケットの▲マークが給電側ソケットの
溝の中奥に合っている。 溝の中奥に合っていない。
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取付が不完全な場合、ラップ落下、照度低下の６４

2 - 0 2 0 R B付用ポルト２-０２０穴、付用ポルト 原因となります‘
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